
漢
方
関
係
学
会
・
研
究
会
予
定　
（
4
月
）

　

今
回
は
、
２
０
２
６
年
４
月
に
開
催
ま
た
は
中
止
の
連
絡
を
頂
い
た
会
の
み
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
会
に
関
し
ま
し
て
は
事
前
に
各
連
絡
先
ま
た
は

事
務
局
に
ご
確
認
下
さ
い
。

●
日
本
東
方
医
学
会
第
19
期
中
医
学
研
修
講
座
─
基
礎
の
部

日　

時　

４
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　

研
修
科
目
：
中
医
学
の
基
本
的
な
考
え
方
「
西
洋
医
学
と
は
異
な
っ
た

視
点
で
人
体
を
捉
え
る
と
臨
床
の
幅
が
広
が
る
」、
脈
診
「
西
洋
医
学

と
は
異
な
っ
た
中
医
学
的
な
脈
の
診
か
た
を
知
る
」（
長
瀬
眞
彦
）

共　

催　
（
株
）ツ
ム
ラ

事
務
局　
（
一
財
）東
方
医
療
振
興
財
団
事
務
局 

FAX
０
３
・
６
２
６
４
・
３
０
１
６

E-m
ail

：zaidan@
jptoho.or.jp

●
第
710
回
広
島
漢
方
研
究
会
月
例
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
２
単
位
）

日　

時　

４
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半

会　

場　

広
島
県
薬
剤
師
会
館
２
Ｆ
・
ふ
た
ば
ホ
ー
ル
（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
）

内　

容　
『
開
業
医
の
エ
キ
ス
漢
方
処
方　

令
和
８
年
』（
川
中
武
司
）、『
尾
台
榕
堂

著
・
類
聚
方
広
義
』
解
説　

茯
苓
杏
仁
甘
草
湯
・
茯
苓
戎
鹽
湯
・
葵
子

茯
苓
散
・
苓
姜
朮
甘
湯
・
苓
桂
朮
甘
湯（
大
塚
敬
節
先
生
口
述
）（
吉
本
悟
）

主　

催　

広
島
漢
方
交
流
会

共　

催　

一
般
社
団
法
人
日
本
生
薬
学
会

連
絡
先　

鉄
村
☎
０
８
２
・
２
３
２
・
７
７
５
６E-m

ail

：info@
tetsum

ura.jp

●
第
677
回
近
畿
鍼
灸
漢
方
研
究
会
４
月
例
会

日　

時　

４
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
55
分
～
午
後
４
時
55
分

会　

場　

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
3F1
号
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
８
─２
─６
）

会
場
と
Ｗ
ｅ
ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　

傷
寒
論
、
金
匱
要
略
の
用
語
解
説
（
富
田
知
世
子
）、
素
問
解
説
（
中
雅

哉
）、
柴
田
良
治
先
生
の
治
療
メ
モ
№
44
（
村
上
清
尚
）、
症
候
別
漢
方

療
法　

第
42
回
（
夜
久
泰
造
）、
漢
方
処
方
解
説
№
135
（
山
口
導
則
）

事
務
局　

富
田E-m

ail

：kinsinkan@
yahoo.co.jp

●
第
53
期
東
海
漢
方
入
門
講
座
４
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

４
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

会　

場　

名
城
大
学
八
事
キ
ャ
ン
パ
ス
（
予
定
）

内　

容　

総
会
、
漢
方
薬
の
基
礎
と
応
用
「
多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」（
吉

田
将
士
）、
漢
方
の
歴
史
（
中
島
幹
夫
）、
方
剤
解
説
「
桂
枝
湯
の
類
証
鑑

別
」（
柴
田
裕
紀
子
）、
傷
寒
論
解
説
（
三
品
尚
弘
）

事
務
局　

東
海
漢
方
協
議
会
事
務
局
・
大
晃
生
薬（
有
）内
（
名
古
屋
市
千
種
区
）

東
海
漢
方
協
議
会
HP
「
お
問
い
合
せ
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り

●
第
32
回
東
京
漢
方
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
４
月
講
座

・
研
修
認
定
薬
剤
師
制
度
認
定
対
象
集
合
研
修
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
研
修
対
象
講
座
（
３
単
位
）

日　

時　

４
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
55
分

会
場
受
講（
定
員
あ
り
）と
、Ｚｏｏｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講（
人
数
制
限

な
し
）の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｇｏｏｇ
ｌｅ

フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。（
申
し
込
み
な
し
の
当
日
参
加
不
可
）

会　

場　

早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
（
新
宿
区
西
早
稲
田
１
─20
─14
）

内　

容　

漢
方
の
初
歩
：
隋
唐
の
医
学
（
鈴
木
達
彦
）、
生
薬
解
説
：
桑
葉
・
桑
白

皮
（
宮
嶋
雅
也
）、
処
方
解
説
：
総
会
、
康
治
本
傷
寒
論
解
説
：
傷
寒
論



104
（
中
川
智
代
）、
特
別
講
義
：
関
節
の
痛
み
と
漢
方
（
石
毛
敦
）

連
絡
先　

二
宮
理
摩
☎
０
９
０
・
４
３
９
２
・
７
１
２
９

E-m
ail

：tokyokanpou@
yahoo.co.jp

●
日
中
医
薬
研
究
会
関
西
支
部
４
月
月
例
研
究
会

日　

時　

４
月
12
日
（
日
）
午
前
11
時
～
午
後
４
時

会　

場　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
７
Ｆ
椿

内　

容　

繁
用
処
方
解
説
：
ア
レ
ル
ギ
ー
の
漢
方
、
金
匱
要
略
ビ
デ
オ
講
義
、
皇

漢
医
学
：
大
承
気
湯
～
、
平
成
薬
証
論
：
麻
黄
等
（
内
容
変
更
の
場
合
あ

り
）
他

解
説
／
田
中
英
樹
他

事
務
局　

田
中
余
以
徳
斉
薬
局
（
三
重
県
名
張
市
榊
町
１
４
０
１
─１
）

☎
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
３
８ 

FAX
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
６
８

●
藤
門
会

日　

時　

４
月
18
日
（
土
）
午
後
２
時
～
６
時

会　

場　

全
水
道
会
館
５
階
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）・
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　

症
例
・
研
究
報
告
（
萩
原
高
士
）、傷
寒
論
演
習
に
つ
い
て
（
並
木
隆
雄
）、

嘉
子
の
部
屋
（
高
木
嘉
子
）、
古
訓
医
伝
（
小
林
瑞
）

連
絡
先　

ジ
ェ
ー
ピ
ー
エ
ス
製
薬（
株
）内
藤
門
会
事
務
局
☎
０
４
５
・
５
９
３
・

２
０
６
１　

E-m
ail

：shonisitagau@
tom

onkai.com

●
温
知
会
月
例
会
４
月
講
義
（
第
678
回
）

日　

時　

４
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

湯
島
聖
堂
：
斯
文
会
館
（
文
京
区
湯
島
１
─４
、
お
茶
の
水
駅
至
近
）

内　

容　

生
薬
解
説
：
清
熱
剤
地
黄
・
牡
丹
皮
（
粂
川
義
雄
）、『
宋
版
傷
寒
論
』

素
読
Ｐ
61‌

L6
～
Ｐ
63‌

L4
（
佐
原
五
大
）、
症
例
検
討
：
妊
婦
へ
の
三
物
黄

芩
湯
使
用
経
験
（
渡
辺
浩
二
）、
自
由
演
題
：
生
薬
に
つ
い
て
の
最
近
の

話
題
」（
西
谷
真
理
）

問
合
せ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
連
絡

●
京
都
漢
方
研
究
会
第
36
期
４
月
講
座

日　

時　

４
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

会
場
受
講
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
（
予
定
）

講
座
会
場
：
京
都
薬
科
大
学
愛
学
館「
愛
学
ホ
ー
ル
」（
京
都
市
山
科
区
）

内　

容　

第
１
講
・
総
会
、
第
２
講
・
特
別
講
義　

フ
ク
ロ
ウ
型
の
多
彩
な
病
態

と
漢
方
治
療
の
実
際
」（
仮
）（
惠
紙
英
昭
）、
第
３
講
・
特
別
講
演　

切

れ
味
の
悪
い
エ
キ
ス
剤
の
理
由
と
対
策
の
考
察
（
鹿
野
美
弘
）

事
務
局　

松
田
久
司
☎
０
８
０
・
６
８
６
６
・
６
９
３
２
、
０
９
０
・
９
６
２
４
・

１
６
６
９ 

FAX
０
７
５
・
７
６
２
・
５
６
１
２
（
細
野
医
院
内
松
田
宛
）

E-m
ail

：m
atsuda_134@

outlook.jp

●
日
本
漢
方
協
会
漢
方
総
合
講
座
（
第
36
回
）
４
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

４
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
10
分

会　

場　

全
水
道
会
館
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）

内　

容　

基
礎
理
論
：
開
会
の
挨
拶
、
会
頭
講
義
、
開
講
式　

役
員
紹
介
（
三
上

正
利
）、
傷
寒
論
：
傷
寒
論
と
は
（
小
根
山
隆
祥
）、
漢
方
臨
床
の
実
際
：

高
齢
者
の
漢
方
（
高
木
嘉
子
）、
漢
方
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
同
種
療
法
に
つ
い

て
（
大
友
一
夫
）

事
務
局　

一
般
社
団
法
人
日
本
漢
方
協
会（
墨
田
区
両
国
２
─17
─19
Ｐ
Ａ
Ｚ
両
国
６

階
）
☎
／
FAX
０
３
・
６
６
５
９
・
９
９
８
０
平
日
（
月
～
木
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時
迄E-m

ail

：j.kam
po@

jeans.ocn.ne.jp

●
日
本
東
方
医
学
会
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
め
ざ
す
中
医
学
研
修
講
座

日　

時　

４
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　

講
義
内
容
：Japanesem

odifiedT
raditional ChineseM

edicine
（
日
本
で
独
自
に
発
展
し
た
中
医
学
）
に
よ
る
が
ん
へ
の
対
応
（
長
瀬
眞
彦
）

後　

援　

厚
生
労
働
省



共　

催　

日
本
東
方
医
学
会
、
ク
ラ
シ
エ
薬
品（
株
）

事
務
局　
（
一
財
）東
方
医
療
振
興
財
団
事
務
局
☎
０
３
・
６
２
６
４
・
３
０
１
５

E-m
ail

：zaidan@
jptoho.or.jp

●
第
21
回
後
期
全
10
回
朴
庵
塾
セ
ミ
ナ
ー

日　

時　

４
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

K
FC H

all &
 Room

s

会
議
室
（
東
京
都
墨
田
区
横
網
１
─６
─１
国
際

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
10
階
）・
会
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信

内　

容　
〔
初
級
〕
新
古
方
薬
嚢
・
生
薬
の
解
説
：
漢
方
薬
を
使
っ
て
み
よ
う　

桔

梗
～
瓜
蔕
（
加
藤
洋
久
）、
漢
方
の
基
礎
の
考
え
方
：
漢
方
と
は　

冷
え

と
漢
方
（
千
葉
和
美
）

〔
中
級
〕
傷
寒
論
読
み
と
解
説
：
傷
寒
例
第
三
・
辨
痙
濕
暍
脈
證
第
四

（
今
井
喜
登
）、
金
匱
要
略
読
み
と
解
説
：
痰
飲
咳
嗽
病
（
百
島
加
代
）

主　

催　

一
般
社
団
法
人
方
術
信
和
会

問
合
せ　

https://bokuanjyuku.com
 E-m

ail
：ask@

bokuanjyuku.com

●
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
漢
方
三
考
塾

日　

時　

４
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
半

会　

場　

東
京
神
楽
坂
三
考
塾
研
究
室
（
東
西
線
・
神
楽
坂
駅
至
近
）

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
研
究
室
と
塾
生
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議
）
形
式
予
定

内　

容　
「
原
典
（
漢
文
）
で
読
む
漢
方
処
方
学
」（
山
形
悠
）、「『
温
病
学
説
』」（
菅

沼
栄
）、「
感
染
症
の
漢
方
療
法
・
傷
寒
と
温
病
」（
小
池
加
能
）

連
絡
先　

東
京
都
新
宿
区
赤
城
元
町
２
番
４
号
（
神
楽
坂
漢
方
有
恒
薬
局
）

FAX
０
３
・
３
２
６
０
・
７
６
１
８E-m

ail

：sankojyuku@
gm

ail.com

●
九
州
漢
方
研
究
会
令
和
８
年
４
月
講
義

日　

時　

４
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
と
会
場
で
の
開
催
（
会
場
は
事
務
局
に
確
認
）

内　

容　

抗
認
知
活
性
を
持
つ
生
薬
・
漢
方
薬
（
正
山
征
洋
）、
生
薬
の
解
説
（
川

嵜
哲
）、
中
医
学
解
説
、
傷
寒
雑
病
論
（
甄
立
学
）

事
務
局　

斉
藤
容
子
（
招
き
猫
調
剤
薬
局
）
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
１
─８
─11

☎
０
７
０
・
８
３
７
２
・
６
６
３
７ 

FAX
０
９
２
・
４
０
６
・
４
０
６
２

E-m
ail

：km
anekineko@

chorus.ocn.ne.jp

●
柿
田
塾
４
月
度
定
例
会

「
柿
田
塾
定
例
会
の
再
開
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
柿
田
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
」

連
絡
先　

お
の
こ
ろ
治
療
院
内
柿
田
塾
：
兵
庫
県
淡
路
市
志
筑
１
１
３
８
─６

☎
０
７
９
９
・
６
２
・
０
９
９
０

（
以
上　

敬
称
略
）

　
　

注
意
：
各
会
の
参
加
要
件
・
参
加
費
用
等
は
個
々
に
異
な
り
ま
す
の
で

必
ず
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

と
め
た
も
の
で
す
。

「
論
説
」
と
は
、
漢
方
医
学
に
関
す
る
事
物
の
解
説
や
説
明
を
目

的
と
す
る
文
を
い
い
ま
す
。

「
症
例
報
告
」
は
、
会
員
が
経
験
し
た
症
例
の
治
療
経
過
を
報
告

す
る
も
の
で
、
漢
方
的
な
治
療
方
法
が
読
者
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
簡
潔
明
瞭
な
報
告
を
期
待

し
ま
す
。
原
著
論
文
以
外
は
厳
密
な
形
式
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

場
合
に
よ
り
修
正
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

原

著

論

文

１
．
構
成
は
、
は
じ
め
に
（
緒
言
）、
研
究
対
象
及
び
方
法
、
結

果
、
考
察
、
結
論
、
引
用
文
献
の
形
式
で
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
表
題
、
著
者
名
、
所
属
、
要
旨
、
５
つ
以
内
の
キ
ー
ワ
ー
ド

（
い
ず
れ
も
英
文
及
び
和
文
で
記
述
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
別
紙
に
、「
本
論
文
の
内
容
は
他
誌
に
未
発
表
で
あ
り
、
投

稿
中
で
も
な
い
」
旨
を
明
記
し
、
論
文
タ
イ
ト
ル
、
著
者
全
員

の
署
名
捺
印
に
日
付
を
付
し
て
、
編
集
企
画
委
員
会
宛
と
し
て

く
だ
さ
い
。

引

用

文

献

引
用
文
献
は
原
則
20
篇
ま
で
、
本
文
末
尾
に
一
括
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
雑
誌
の
場
合
〉

著
者
名
：
題
名
、
雑
誌
名
、
巻（
号
）、
該
当
頁
、
発
行
年

（
例
）
漢
方
太
郎:

周
術
期
深
部
静
脈
血
栓
症
に
対
す
る
桂
枝
茯

苓
丸
料
エ
キ
ス
の
予
防
効
果
、
臨
床
漢
方
、
54（
２
）、
Ｐ
236
～

239
、
２
０
０
２

投

稿

規

定
（
２
０
２
６
年
３
月
改
訂
）

投
稿
の
資
格
及
び
受
付
原
稿

１
．
投
稿
資
格
は
原
則
と
し
て
東
亜
医
学
協
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

（
共
同
著
者
も
同
様
。
但
し
、
行
事
報
告
及
び
予
告
な
ど
は
そ
の
限
り

で
は
な
い
）

２
．
原
稿
は
、
論
文
・
総
説
・
論
説
・
症
例
報
告
・
行
事
報
告
及

び
予
告
・
随
想
・
そ
の
他
漢
方
医
学
に
関
係
す
る
も
の
す
べ
て

を
対
象
と
し
ま
す
。

原
稿
の
字
体
は
、
常
用
漢
字
に
基
づ
く
字
体
（
通
用
字
体
）

と
し
、
旧
字
体
・
簡
体
字
・
繁
体
字
は
原
則
用
い
な
い
こ
と
と

し
ま
す
。
原
則
、
使
用
薬
剤
は
初
出
も
し
く
は
本
文
末
に
製
薬

会
社
名（
医
療
用
・
一
般
用
を
含
む
）・
剤
形（
エ
キ
ス
剤
・
煎
剤
等
）

を
付
記
し
て
下
さ
い
。

３
．
本
誌
掲
載
原
稿
の
著
作
権
は
東
亜
医
学
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

４
．
投
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
本
協
会
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
「
医
学
研
究
に

関
す
る
指
針
」「
患
者
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
指
針
」

を
遵
守
し
て
下
さ
い
。
ま
た
患
者
か
ら
の
臨
床
研
究
に
対
す
る

同
意
の
取
得
と
そ
の
明
記
を
推
奨
し
ま
す
。

論
稿
の
区
分

「
論
文
」
と
は
、
漢
方
医
学
の
あ
る
分
野
の
研
究
成
果
を
公
表
す

る
も
の
で
、
一
般
論
文
と
原
著
論
文
と
が
あ
り
、
他
誌
に
未
発

表
の
も
の
で
す
。

「
総
説
」
と
は
、（
東
洋
医
学
の
）
あ
る
分
野
に
つ
い
て
、
す
で
に

公
表
さ
れ
た
論
文
や
著
書
の
知
識
を
新
た
に
加
筆
修
正
し
、
ま




